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わたしたら筋輌り′然を愛します

平城出、景観形威活動を者える

小嶺 敏勝
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支援と協力が必要です。この事業は奈良県が古都を保存する為に買い入れた土

地を歴史的風土の環境を保存すべく、景観形成活動を行うことを、目的に、県

と協定を締結したものです。

場所は奈良市佐紀町と奈良坂町にまたがり、大部分が山林及び竹林で一部は

日、畑、原野等であるが放置して久しい為、日は面影のみ。一帯は平城山 (楢

山、奈良山、那羅山、平山)と 呼ばれ、佐紀の後背地丘陵からその東にかけて、

佐保丘陵一帯の総称を言う。

「日本書紀」崇神紀に軍勢が屯衆して山の草木をふみならした為ナラヤマと国

史大字典に有る。又この地は古今集、万葉集にも数多く詠まれています。  |
丘陵南には、4-5世紀代の大前方後円墳からなる佐紀盾列古墳群がある:
又、平城京まで2キ ロ強の位置にあり大伴安万侶、長屋王の佐保宅等も近い。

歯保山のは|メイの口|メうすけれご秋け締 くtなι:にけるtrな

「古今集」 (秋の歌とてよめる)坂上是則

註: 梓 (ははそ)は里山の雑本の類、クヌギ、ナラなどの総称

すイいつく驚爆山嵐すマとげι率の購爾秋み情 こう  伏見院
時は秋、今もクヌギ、コナラの多い里山です。千百年前の同じ風景が見れる

気がします。

日 I奮 雰 響 脱  「 [縁賃[11賢至
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の量に当たるとのことです。仮に20tと すれば、我々の活動地域 7 haで 49
0人分の酸素量になります。又、森林が 1年間に吸収する二酸化炭素は、lha

当たり15-30tに なり、そしてご承知の様に、植物体に炭素が固定され、大
気中の二酸化炭素の増加を抑える働きをしています。

今後は、会員相互の親睦のベースフィール ドとして長期的な視点で息長く持

続可能な運営を目指しています。問伐等の肉体労働だけで有りません。植生調

査や自然観察路の設定、その他、種々のアイデアを出し合い、会員の親睦と居

場所スペースの一つにしませんか

・ Jたピ働:鋼の各4■
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8月 21日 (水)晴 気温 86℃ 参加者 8名 (内女性 3名 )
猛暑日 常違 5人が他の行事のため欠席。戦力は不足するが、竹薮整備、花畑の章取
りなどのルーチン作業に汗を流す。長期間の日照りで畑地は乾ききつていて、作物の被

害が懸念される。数日中に雨がなければ臨時の水遣り作業をする必要があると判断する。

(2日 後の 8月 23日 より断続的に降雨あり、当面のところは問題解決)

9月 6日 (本)曇り時々雨 参加者  13名 (内女性 3名 )
季節は秋へと移る気配で、曇り空にさしもの猛暑も一体み。 9時、全員賑やかに作業
開始。ベースキャンプの整備 (草刈、本製溝蓋の製作)、 大根 (青首、聖護院)の種ま
き、コスモス花壇の手入れ、山野草の植え付け、竹薮の間伐・・・:回を追う毎に仕事
の種類が増え、それぞれに楽しみもふえて行く。

今回から畑の畝起こしには、先日貰い受けてきた中古のミニ・テーラーが大活躍する。

老骨の身にとつては辛いシャベル作業から開放されたことは何より有難い。

時折降る俄か雨は、ほど良いお湿り。傍に張つたテントのお蔭で活動には支障はない。
コスモス、サツマイモ、ダイコン、枝豆・・・皆生気を取り戻している、まさに干天に

慈雨
' 
あらためて自然の恵みを実感し、感謝する。

予定した定例作業は午前中で終了。午後は高橋さん林さんを中心に、秋めいてきた里

山周辺の植生観察に出かける。 終了は午後 2時 30分

9月 18日 (火) 簿曇 り後晴れ 参加者 10名 (内 女性 1名 )
猛暑がぶり返し厳しい 1日 となる。 9時作業開始。
畑地の北側一帯は、果樹園と山野草を楽しむエリアにする計画。今のところ、植えて

ある山野草は、フジバカマ、キキョウ、オミナエシ、萩、ムラサキシキブなど。この土

地にふさわしい果樹や山野草をもつと充実したいと夢が広がる。お手元の苗や株、苗木

などご提供いただければ大歓迎です !

畑のダイコン、新芽が半分以上コオロギなどのに食われた。考えてみれば、今までは

草地だつた所を畑にしたのだから原住民の虫たちの復讐も当然かも。思い直して再度播

種する。 一方、サツマイモの方はなかなか成績がヨロシイようで、会員の皆様向けの
「いもはり大会」を企画しましたので、ふるってご参加下さい。また、この機会に活動

フイール ドもご視察下されば幸いです (詳細はチラシに記載)。

C地区の竹林の整備事業は、枯竹の排除がほぼ終わり、間伐を軌道に乗せる段階とな
る。10月 以降のシーズンにピッチを上げれば年内にはすつきりした竹林に生まれ変わ
る予定。来春の筍狩りも楽しみの一つになりそうである。

(古り|1 祐司 記)
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社会貢献事業報告 『 夏 休 み 子 供 教 室』

8月 19日 (日 )に奈良市都祁、花はなビレッジに於いて「夏休み子供教室」
が、奈良。人と自然の会、ならコープ共催で開催された。

今年は主催が、奈良市、きやんす家、に奈良県も加わり予約制で 120組の
応募の中から20組 60名 の、親子ずれが参加した。
今回はバンブーアートとゥダィス笛、たけきり体験を提供した。

バームクーヘン作りの、合間を利用しての工作でしたが、大変な暑さにも負け

ず子供も親も、何れのコーナーも、大変な盛況で、全体の人数制限のためスタ

ッフも子供達と対話しながらの工作ができた。

猛暑の中、参加スタッフの皆様、お疲れさまでした

参加者 :樋口、境、豊島、斎藤、林、岩田利、吉村、阿部、小嶺

(小嶺敏勝)

手 ミニ自然教ミ
境  寛

この夏にボーイ スカ ウ トの夏季 キ ャンプに琵 琶湖へ行 きま した。昼食 を終 えて

ひ と体み してい ると、日の前 にヤマモ ミジが種 をつ けていま した。 ビー バー隊・

カブ隊 (小 学 1～ 4年 生 )の 子供た ちが、竹 とんぼ状 の種 を珍 しそ うに眺 めてい

ま したが、種 を飛 ば して見せ ます と、ヘ リコプ ターみたいだ と大喜びです。その

内 に 3枚 羽根 の種が幾つか見つか りま した。今 までに も三枚羽根 はい くつか見た

こ とはあ りますが、とんで もない 7枚 の羽根 の種 を見つ けま した。これ には私 も

子供た ち と一緒 に驚 きま した。子供 た ち とこの驚 きを共感 で きた楽 しいひ と時で

した。 ま さにイ ンタープ リテー シ ヨンを実感 したひ と時で した。

2枚 羽根 3枚 羽根 7枚羽 根



2007年 オプショナル企画「木津川と布目川甑穴郡を巡るJ

実施日 :9月 10日 (月 )天 候 :イ 雨ヽ午後曇り 気温 :30度じめじめと蒸し暑し
参加者 :14名 (吉村、斎藤、福谷、守日、林、野田、松浦、川井、高橋、平塚、弓場、勝

田、大石、ビジター横井 女性 8名男性 6名 )
担当 :弓場、勝田、大石
前日お昼過ぎより大河原の先、伊賀地方で大雨あり、関西線が不通となつて心配された
が、小雨けぶる中スタート.濁った木潮 ||に架かる沈下橋 (下見時は完全に水没していた ;

四国四万十川に行かなくともここで体験可能)を渡り左岸の東海自然歩道へ。村はずれの
恋志谷神社を参拝。大きめの平たい丸石が敷き詰められ、誰いうとなく、「いゃしろ地」力、
清々しい気分に。雨もまた良し、車もなく、近くの山、遠望される嶺峰、川のたたずまい、
雨にぬれた本々や花や葉、珍しき植物も高橋さんの解説で勉強できた。続く布目川の順穴
には、気の遠くなるような時間と雄大なる自然に感嘆。木潮 ||の合流点から線路をまたぎ、
一路ド松 ―゙Qの場へ。今回初めての企画で、食べきれないと思われるも、あっという間に
ビールとともに平らげる。その後名ナレーターの野田さんの朗読で、笠置山・笠置寺物語
のお話。ご当雄は華やかなる歴史の場であった。役行者,空海の千手窟への詣、実忠和尚 (お
水取りの原点を修得)、 清少納言、藤原道長、源義経、重源、解脱上人、太平記などを時代
背景とともに解説。中でも圧巻は後醍醐天皇に関わる部分。元弘の役から、東大寺と興福
寺のにらみ合い、楠正成の出陣、北条勢との攻めあい、隠岐へ流される、足利尊氏との反
日、南北朝時代の始まりなどなど説明される。最後は当山、当寺で亡くなった多くの御霊
に皆、心の中で合掌し、文部省唱歌「青葉茂れる桜井の」「児島高徳」を合唱し終えた。

(大石 門三)

自然鮮 欄々

かわら

さんざめく積のうたげ夏惜じむ 川井 秀夫

九月例会。 大自然の悪戯か、布目川の顕欠群。悠久の流れ、本津河原の宴。

時空を超えて、ゆつたりした空間を楽しむ。秋の訪れが近い。
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奈良時代『日本書紀』では神武東征に一役買つた金のトビは霊力を発揮したすばらしい

鳥でした。 平安時代の『今昔物語』の中では観音さまや天狗の化身として活躍し尊敬の
対象でした。でも術が破れて死ぬと翼の折れたクソトビの姿になるとされていました。 室
町から江戸時代にかけて「劫を経た山伏はトビに成りあがる」という俗説があり、修行を

積み年功を重ねれば山伏もトビになれるのでした。

狂言「柿山伏Jではトビになったつもりの山

伏が「ヒイヨロヨロヒィヨロヒイヨロヒイヨロJと鳴き、江戸時代

になると、全国の曲々に住む天狗が勢揃いしてい

る『天狗そろへ』という子供向けの絵本が出ます。

その天狗の多くがうろこ状の翼を持ち、鼻もトビ

のくちばし状のものが付いている天狗が見えます。

「カラス天狗Jと いうことばは近年になつてあら

われる言葉で、カラスのくちばしは絵のように釣

状ではありません。 もう一方で清少納言には
「トビはカラスとともに、その姿を鑑賞したり、

鳴き声に問き耳をたてたりする人はこの世にい

ない」とこき下ろされ、トビを軽蔑する気持ち

が脈々と続いています。 あなたの「トビJ観は如何 ?

★略城より]近 くの湿地の中の草の根に、枯れ草等を集めて博るバン(ツルロクイナ科)の
巣を教えてもらつた。つがいで営巣している。初めて対面したバンに感動しました。

顔の正面 (額板)が赤く、 ドバ トより少し小さく、大変警戒心が強い。あまり姿をみせ
ないのが特徴とのこと。どうか無事で、いつまでも営麻の里にいてほしい。   (岩 田)
★ 9月 8日 平群 12月 例会「古代豪族平群氏の郷へ」の下見で平群谷の方へ足を延ばした、

時 “星の尾墓地"の建物のひさしにコシアカツパメのとっくり型の巣が 6・ 7個ありま

したみんななぜか真ん中辺りが壊されていました。 (勝田)

★・8月 28日御所の畑のスモモの葉が茶色つぼくなつていたのでよくみたら力 ～とする程毛虫がいつぱ

い : 割箸で一匹 ‐匹ととつたらなんと1時間半で801匹 . 帰つてから調生 らモンクロ沖 チホコと

いう毛虫。なるほどしゃちほこのように頭としつ1議らせています。 うまい名前がついているものと感心。
・1週間ほど前カプの種蒔き中 蒔ttそばからアリがせつせ凄 の 種を運んで行くのをみてどこまで行

くのか しばらくジーつとア1通の 行方を追つてしtら なんとも健気で思わずガンパレ:と声を か1贅
ι球した。輔 果“in■lこ―粒も芽は出ませ″でした!余饉
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(斎藤)
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